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よ… 夜… さま… と 
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お 主た から… じ や 

あれ Bss のように 

愛でて いるの LT 
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Be" 一 R. Tvf すれば 二… 三 =■ WW の 流れが 通い。 

ffi の ！》班 を W. ぐ 《 もま ばらな 時期， M 原 s 助 は" 持て余し SJiS I 

な 体力と a! 力 を どう 拡 S しょ. コか 案して いた。 

as 近 は 尸 の- S な 仕 《. もめつ きり SS つた 。 

JWUKSlaB は それほど > しい 事 はない .：■: そう。 あちらでの. 0 一 

SS の 仕 から 》SH; すれば， 遊んで いるよう な 物で ある。 

M ゥ て- 当然 の 《 ながら- 所 り ある a の！ を 有る Kffi 

まで 抑えて おく 必 w が あるの だ。 



すっかり 片付いて しまった ちゃぶ さの 上の ast に， 頭 もっけ 

て ほく * 



また， 地 5r に SC- て IfflftL て K てる か それ とも …： 

S らに B かれた 手 ffi りの 炭 さかさ かと # びながら 

f すつ ごい タイ ミン ダウす ねえ J 

SK を 机に as せた ままで， a™ 侧の fi ぐ 下 W! りに そう M いか 5： ^1 

ぱ- ffl い M を 切り取った «な> s™ 小さな 生き物が ss« も 無し Lr^H 

ffi に 飛び上がって * た， BB 

f まったく- 何時 ■* て も IP そうな * だの J 

「心外つ すね、。 こう B えて SSE 忙し いんです よ、 ァ 



くも iR い as« 前お を 一 《 めに して- 作に 引っくり返した。 

SB の ■ に 初めて 怯えが 生じ. - 四 S 全ての 指から" 今まで Iw され 

ていた ass: な 爪が" 利き£ しにな つた， - くくく と" 声 を 

S ばせ て 含み笑いの J* 助に， s 嚇の _K のせり！ B. を： « つ， しかし， 

w おされた 丰足を B むチは 8«む¥ も S く - 餹 a. において 

しまう asK を ■ ffi 先 だけで « で la しながら * 薄い色 合いの 蹄が 

金の 建 を W き 込んだ。 

f 二の まま， ぶち 込ん じ や ラウスよ？ J 



S 元で W かれた 低い ft. 色 は ■ 何 e. もの S 助で はな <■ S らか 

に as して te ぶった 巧の それで • 々と ゆばされ た 状 S で 拘束 

されて いた 猫の 体 は • 大きく s« ね 上がった。 ** 助の 指 は. - あら 

まで！ t くり： e めて いて， SS の 体であって も， 内から ぐず 

ぐず， effl い 欲が 生じ 始めて いたの だ， その 描が • 小さな 性 R を 

何度も S 度 で K る， 

f い * だつ— J 

s*s り as く 《! な 1£ が， の S り SS かれた 形状の I； から K 

せられ- それと 時に * い R 体が ド クンと 脈打った。 

一なん だ、 ァタシ は どっちで も 良かった のに J 

笑う K の g は 《<• *. 分 は 本 a の 光 を 宿して いた" 元々 が 学 

«: 肌の 《: なの だ。 sas の 交 B8- に 付いても ■ 通 SE な 研究 窓 欲 は 

あるに S いないの だ" ffl 猫 は ft を& して a が ST に餾 した を 

M いた .■ . 



ま 



f どこら 3 が じ や？ J 

SI ぃビロ I ドの «な， しなやかな 肢体が 伸 ひ をしながら、 >» 

助 のれぐ ほの 円 * に • 女 was の S にち よこん と R を S ち W けた， 

a である" しかし、 ** 助と に- S それ 3 上に な 

口 S で. SS* む。 

f いろんな トコ 》*■ ず」 

い S やかな 体 毛に ■ W 時 もの Hf に ゆっくりと «. を 押し an て、 

ffl から «; 中へ， まら かく- その S い _5 まで. ASS する かの よ 



『おおかた w»e にじ やろ ？ J 

「 おりません よ 1 

tt 助の お が ■ 背中から £ 々に W に 下方へ と sft し， それ 自体 

が ：«体» 物の ほな 4! きを 化せる ■ sse ほど ある 太 さ SKC* の 付 

け 根に 到 ほ すれば- ？ らしい で する。 

rs! いい， と。 St 助 は その 本物の 猫の 成な & を S でる。 



al い がび くり と^れ- 金の as が S<M< 炒められた。 無 

«« だろ- f 'か？ 付け S から 尻 S の Si へ と ffis を 仕掛ける tflw の 

指 に， その 尻尾 は S み， はたはたと 打ち 5; けられ ， 

r さ C- さと にならない と J 

B 助 は そろり と S のにに 躐ぃ被 さるよう に 移 ft し. 然 at 大き 
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法 は S の *6 秒で おわ 0 てし ま-つの だ， その の 小さ 

な «!™ か C ベ 人人の wts な 眩 体 (と する はは. a:«ne て も 

？ に S した。 

f の it の T に » み as かれて いる ■ IB 色の 肌 は 紛れ も K く， 

S い W から *! え S れぬ ほどこの K に 抱いた， SISES^i 一の 姿で 

あった。 



ffi の 上で S ん でいた twiw の" 伸ばされた £w をぺろ 0 と safe 

ヒげれ ば、 S ねる つっつ と • 罐《 を 十分に *; ませ 

て rtMW* ら かい 皮 1W*- 中心に S かって ffl う， R 助の 舌 ， 

その S- 々とした S きに， 《 一 の S がお む" 



S ら された sS 首に s い 吐 が W かり. なお 一 くな ち 上がつ 

て 快 S を する。 a- 助の 右手が 大きな 孔 下から *E ぃ敢る 

a にして. おさせる ように 丸く a み W して H, 上に 持ち上げ 

る。 ？ぎ 敗る かの 核な 行 あに • は S れを 抱いた が. その 一 

S- の S 作のお a も あるの か， 夜 一 の WIT その asf な と は 

！ fft 台い なほ どに ■ 大きく S かに！ 《s- を sa げた， モ して、 その 

は の. SSS な スィッチの 一 つで もあった ー... . 

rffl ら すな p!l 

『もう 駄目？ J 

s*_» く K う tt" の 大きな 睡の K 正 B にいつ の TO にか S* 

B して、 は 拘ぉを 解き. .B 由に なった S い Ht.*a を 6 り， .0 ら 

の 股 glilw いていた。 布 を 押し. M げて主 ffi する 欲 を W で ほじて 

«. の S に S が B つた。 この Sf が 欲しい と。 SW- が stt 

を；；； ち！ S くの は" 二の 状 ほであって は， いたって iras な «- で 

■* つた。 



S 助の B に S んだ下 き， i 

仰^けに **: を 入れ 》! えた" 



I は tt: 助の W を 忡 し， K を 



先 S 刺激され た ド肢 が ■ 耽に 準備 の《!っ た SS で； されて 

いる S だ。 夜 一は JES!.J, その S しきった 下 K を まだ 8*« のま 

i の 《- 助の 臛 に 押しき てた" *^ い 込まれた 作 《ss の 1KW が、 K 

に _™ れて いる 《所 にむ ず ffi い ¥S を 与える。 それが 欲しくて， 

は S く すらりと 》 び t ド肢 を， 4*3 の B に 格み 付けた。 



の ド肢に 下がり- その SSS で Kl A ら tti めた S«K*>- w 

ぎ S.0 ように K がせる。 ataf の 《« 衣の 下 はしつ かりとした £s 

が W いてお り- けより fclws の. K さが ありあり と 判る。 * 

一 は その な 股め S の辺りに， S く S み ひいて やつ f 性欲 

が！ € まれば， その り は！ SS に な ものと 化すから， そ 

の ffi み を £- つ は s 助の iw« を K つ た。 



やわ やわと 咬みながら ドへ移 s する 夜 一 の朋を • S 助の 手が 

s しく *1 でた. - E ぐに ±ぃ《？ る繁 みの 中に <* を a め- 久方ぶ り 

の K; の夾 を s« する。 ぐり ぐり と は 元 を 刺 *« すれば- OJ 下ろ 

していた *t 助のお 俏が w かに！ ffi む." Rlic; 分と 同じように！ S れ 

そぼ 5- た 先 g に 形の a いお も 押し 《1 て ■ 上 S1 使いに お 助 を ft 上 

げ- ゆっくり とその 熱い tfflsc た 

「 く-. J 

先 15 の 丸い 舌先で 丸く S め • カリの 段差の 小 S みに ほ 

る。 S くな てられる S が S い fflffi を- 容： « なく 《- いて ゆく …：. - 

k*,* をお こし- £ で w を 支えながら， 夜 一 の 行 もも. K す こと 

なく S める *« 助。 烟点 *-s.s している の は， お S い K だった。 

«_ のおが すぼめられて 肉 芯 を & み 込み" 引き抜 く。 え れ 

する 々しい 色.！" いは- «^ の 秘所と大楚 ない 物 だ P た， 

「ん む ふ， ん. I 

«. m^ss<. 吸ぃ取る行<«を36=-,;«される^«に- *s 肋 

は必 W 以上に ■ S に 力 を； め； 5t を やらぬ よう SS えた" 

ぬしよう とする 《 一 に" WW にも はた left が 生 じて 來た所 あ も 

あ P て- WES 助 は i となる の だ。 それと ま r て- «ー 

は 右 It. を. E 分の 秘 所へ と！ e り& ませ. -H ら め 初めてし まつ 

ていたの だ。 ^sl な ビジョンが、 *6 助の ^內 ■*«<.- 

「んウ 」 

« の W に «!= に 突き 3 たったお に- s 助が とうとう S 

T を 夜 一 の Sg に 拼け" a 引に 股 抑から き S がした ■ 



糸 を 引く おにむしゃ ぶり 付きた か！ - たが * S 羽 ffi ま f た a: き 

が R*- 先であった， 其の 但- 夜 I の 体 を 押し倒し- S に 掛けた 

手 を sa やり 左お に 押し M いた ■ S ど抵 おもな <s かれた 下 K 

は- しし どに ig れ そぼり *! を as れ させて いた。 *»助 は ffi 先で. 

jt みに H え a れ する- W れ 込みの 中の 芯 も 》 つた。 粘 で S れ 

た s 芯 は- 小さいながら も， 既に. K きく Sv 変 S を S- げて. S 

助の SE 先に 刺激され て • びくびくと ffl の ほに Ks*>as ね 上げた。 

.« るりと W に *! に し- 丸い なだらかな IS おの ft: の- ffi を 

え tw 所 i と 先 « を 滑り込ませた， 

_ あ」 

rM す も 無 いっすね 」 

ゆるり と： n おさせ ■ K にも- r- 一 本 滑り込ませれば" 夜 一 がせ 

屮を 逸らせて く。 は 二 * の ffi に 吸い付き • al» に 扱き Jffi 

しする とどろり と！ a が 《 れて ■ K 孔を £ り 形の JK い sly へと ffi 

れる. - 

『相変わらず sla J 

一 早 < «1 助 …； つ J 

Jal しする ffi の勳き に- 夜 一 の K が ゆらゆらと 3™ れ； g めて 



ffl の 付け 报 まで 押し込み- S に S やした 三本の ffi*® 地 ffi く 

ばらばらと 中で ft かせば- S を 突き出す 让 なまでして いた。 ffl 

ではない .a つと BE まで ほく. ffl い SS を 求めて- 人 問の iw の ffi 
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は WEITR を. K きく 広げて 行 ぁ を つた：. 

「 S が 欲しい か sc- て ごらん？ J 

「^つてる ：：.：： くせに ：：： J 

一...： わない と， n n までつ スょ J 



K ほに S を 赤らめ * ふる ふると »t 毛 を «_! わせる 夜 一 を • 》 ^助 

は竒 をな てて ！» き す， W け 故 たれた at 子から- まだ 明るい 世 

» が 0! える。 

その WBt に な *SE が- St*™ なく _w き K つていた 。 

ffi まった 《• の 下肢が びくびくと 味ね ■ S り * ねたよう に uiM 

かれた a- は， やがて、 a-to に S るよう に^けられた。 

『お …… おちん ぼ を 夜 一 に ほ m ？ J 

Ira す の 《 い JK だった 化 色の 肌が- ！ »s の SS を 求めた。 

その s!- らしから ぬ" 余りに S? 拙な 現に ■ g 助の 背 K が？ 

わりと *r る。 ^い 都 分の. g が- _» き 出す のが 判った， 

照う 6f,s:s. えずに， as に ffiss していた ffi を 引き抜き- 股 ま 

で 反りた つ た 《*• «ー の 中へ と 付きた て sffiw の！ SS を 突いて 



-屮を 抉れば- «!« の 変化に 追いつかない 夜： が j 

K ..'n^^. うねうねと it 助の S を 飲み込もうと 農く- 

「駄 =1 一 ああ ああん っリ ：.- 

『当 fc つ て る？ 一 一ん な に ほかった？ J 



W しい its と- 入り口 付近への モド 力 シィ刺 as を 3 り おされ 



«„ は、 あられ. P ない S- で 上げさせられて いた， S- 助 ■ 

のこん な 行 もに ■ 尚 g 体の 《 が w まる a- 分に 《~ きながら も- ， 

の ffi しげ もな く 与えられる 快 S*- ただが むしゃら に 《 るして い I- 

fc, s ほの 柔らかい 6! に 何 ffitw; し a! てられる- *t 助の を^ I 

思う だけで， また 新たな S! が 止め処 もな く溢れ 出す の だ。 f 

ぶら れ ながら- S 内に S が W かり 始めた の US 点に たどり 《f く^ I 

兆しで， »t 助の S きも， まるで それ を ase している S に * 

に S きが *!s でいて- 澈 しい ものと 化して いた。 

!» しく 揺さぶられ、 Ha: の； i らな V- なった 夜 一が- s-w きの 

S を もばく ば<と8 閉 しながら- 絶叫した" 



ケ！ い ちまえ PHJ 
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NS …あ.： ああ — つ mij 

Si 叫と 共 IT SS しく SWL ながら に. y りおめ た 《 一 の 中 

で 

キック した. に られ るよう にして" wtott 

に GS を 吐き 川して いた。 まるで ffi り 込まれる 《 さの それに， 

さし..；！ の SS 助 も堪 える «. は S 来なかった の だ- !» 度に： S けて 放 

はされ- 0W; が， «_ の イツた Ms の 1 な 庇に 叩き付けられ 

て， その 《 に SSJ の K 体が びくびくと SB えた. - 



B; で 光る 0; 助の 体が- やがて 夜 一 の W に ffi なって 《 ちた。 ど 

くどくと 互いの 心 a- の as が おじられて、 その どちらもが 3s.a" 

の 3» であった から- £と なく 笑って しまって いた" まだ 収まら 

ぬ の 下で- g 助が 《• の 8_« な w に： a を ffl めた まま， 中し识 

なさそう に ぼ そりと せ い た， 

f サ カリす ぎました J 

an は. - その 余りに wal い B-a に 1 ため 1» を 付き。 

W 答の 代わりに， W で 戯れる 白 S の 《s を、 ffi い 切り 抱き 《 し 

て やつた のだった 。 



